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会 議 名 称 第３回市川市平和啓発事業検討協議会 

議 題 等 報告書の確認 

開 催 日 時 令和５年３月２２日（水） １０時３０分 ～ １０時５０分 

開 催 場 所 市川市役所第１庁舎 ５階 第１委員会室 

出
席
者 

委 員 川久保文紀、児玉三智子、髙瀬一男、田中正文、𠮷𠮷崎晴子 

事 務 局 【総務部総務課】樋口課長、宮本副参事、野崎主幹、富永副主幹 

傍 聴 □ 可（    人） ／ ■ 不 可 

会 議 概 要 

※ 詳 細 別 紙 
報告書の確認を行った。 

配 布 資 料 次第 

特 記 事 項 
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別 紙 

第３回 市川市平和啓発事業検討協議会 

【事務局】 

ただいまから、第３回市川市平和啓発事業検討協議会を始めさせていただきます。 

本日もお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございます。 

本日は、これまでの２回の協議会において、委員の皆様からいただきましたご意見等を報告書と

してまとめたものを、事前にご確認いただいておりまして、３月２０日月曜日の夕方に、ご意見等を

変えさせていただいたものを、メールでお送りしました。 

本日、皆様にご確認いただきましたところ、お手元に配布しております赤字部分の修正について、

ご了承をいただけましたので、こちらにご署名いただき、副市長に提出をしていただきたいと考えて

おります。 

なお、事前にご連絡をしておりますが、報告書の提出につきましては、代表して川久保座長から

副市長にご提出いただくことになりましたので、よろしくお願いいたします。 

それでは、皆様に順にご署名をお願いしてもよろしいでしょうか。 

なお、署名の並び順につきましては、座長から五十音順ということで、お願いいたします。 

（署  名） 

ご署名ありがとうございました。 

ご署名いただきました原本の写しを、後日皆様に郵送にて送付させていただきます。また、市公式

ウェブサイトには、署名部分を印字したものを掲載させていただきます。 

この平和啓発事業検討協議会におきましては、皆様からの貴重なご意見をいただきまして、あり

がとうございました。 

今後の本市の平和啓発事業に生かして参りたいと考えております。 

本平和啓発事業検討協議会は、本日で最後となりますので、委員の皆様から、最後に一言ずつ

ご挨拶をいただけたらと存じます。 

（挨  拶） 

ありがとうございました。 

皆様からいただきましたご意見は、報告書としてこの後報告いただきますが、こちらの内容につ

いて、市としてどのように取り入れていったか等につきましては、皆様に逐次ご報告をさせていただ

きます。 

これまでご協力をいただき、ありがとうございました。 
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【児玉委員】 

一言よろしいでしょうか。 

広報の２月号に、平和の事業がまとめて大きく出ましたよね。 

私のまわりの人や離れた人から、「こんなに市川市はやっていたのですね」「知らなかった」という

声が随分聞こえてきました。 

ですから１年に１回ぐらいは、市川市の平和事業は１年間こんなことをやっている、ということを告

知することは大事ではないかと思いましたので、これは要望でございますけど、大いに広報を利用

して、平和事業を市民に伝えていくこと、そして参加をしていただくことをやっていかないと、なかな

か広がらないのではないかと思いますので、ぜひお願いします。 

あれは紙面一面に平和事業が全部集まっていましたね。とてもよかった。 

皆さんご存知なかったのです。折り鶴のことなど単発ではこれまでも載っていましたけれど、あの

ようにまとめてというのは、とても効果的でよかったと思います。 

それからもう１点、報告書の２ページの長崎派遣のところです。 

私たち市川被爆者の会は、５年に１度ではなくてもう少し間隔を短くして、行った生徒がいるうちに

次の生徒を派遣する、そうしないと継承がされないのではないかということを長年ずっと要望してき

ました。 

私たち被爆者はいずれいなくなりますから、戦争とか原爆とかそういうものを伝えることができなく

なります。ですから、やはりきちんと市の事業として、長崎派遣を位置付けていただきたいという思

いが強くありました。 

市川被爆者の会は、総務課を通して市へ要望書を毎年出して、回答をいただいています。その

中で去年、次の中学生の長崎派遣は、前回派遣した時から１０年先ということになったのです。１０

年間も行かないのですかということで、私たちは要望しました。被爆者としては、戦争を体験した者

としては、思いがすごく強いのです。 

それで、課長さんとご相談をさせていただきまして、報告書案に加筆させていただいたという経緯

がございますので、ご報告いたします。ありがとうございました。 

 

【事務局】 

貴重なご意見をいただきました。ありがとうございました。 

それでは、この後、川久保座長におかれましては、秘書課の方にご案内させていただきますので、

よろしくお願いします。 

委員の皆様方、改めましてありがとうございました。 

本日の第３回の会議は、これで終了させていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

（閉  会） 


